
沖縄労働局

番号 所轄署 事故の型 起因物 業種別 発生時期 年齢
労働者数
(規模別)

発  生  状  況

1 那覇 墜落・転落 建築物、構築物 電気通信工事業 1月上旬 60歳以上 1～9

　被災者が単独で、引込電柱の上部から順次足場ボルトの撤去作業を実施してい
たところ、しばらくして付近に倒れている被災者を同僚が発見したもの。被災者はヘ
ルメット着用しておらず、構造規格に適合しない墜落制止用器具（ワークポジショニ
ング用）を着用していた。

2 沖縄 交通事故（道路） 乗用車、バス、バイク その他の小売業 3月上旬 60歳以上 1～9 走行中、カーブを曲がり切れずに擁壁へ衝突したもの。

3 名護
はさまれ・巻き込ま

れ
整地・運搬・積込み用機

械
道路建設工事業 4月上旬 50歳代 1～9

４ｔトラックでリサイクル工場へ砂利を買いに来た被災者が、リサイクル工場の敷地内
に停めたトラック後方の地上で、荷台に積み込まれた砂利を均す作業を行っていた
ところ、砂利の積込を行っていたホイールローダーがバックし、トラックとホイールロー
ダーの間に挟まれたもの。

4 那覇 墜落・転落 脚立 警備業 5月中旬 60歳以上 50～99
被災者（警備員）が屋外でうつ伏せで倒れているところを同僚の警備員が発見した
もの。倒れていた被災者の足元には脚立、木の枝が折り重なっていた。

※死亡災害報告（速報）によるため、労働者死傷病報告にて集計している労働災害発生状況の死亡者数と一致しないことがある。
※記載された情報は今後の調査により修正される場合がある。

令和８年死亡災害発生状況（５月末現在）
（新型コロナウイルス感染症へのり患によるものを除く）
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